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本日お話しすること

審査は短時間で行われる

バックキャストで考える

申請書と論文は違う

ポイント紹介

まとめ

一読して理解できる申請書

2



審査は短時間で
行われる
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分野のエキスパート

審査員は6人

他にも業務を抱えた
多忙な…

違う専門の可能性大

40代〜60代の研究者 授業・研究・雑務 . .

申請書のみで審査される

関連分野だが、
自分の研究とは
かなり違う専門の可能性大
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審査にかけられる時間は30分〜60分

一週間で

50~100件

捌く

一読して理解できる申請書が必要！
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バックキャストで考える
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バックキャスティング ありたい姿から考える。

時間

バックキャスティング

価値

ありたい姿
(未来)

現在の姿

フォアキャスティング
現在の延長線上に
に想定される未来
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現 在 の 延 長 で 考 え ら れ る 課 題 を 場 当 た り 的 に 解 決 。



バックキャスティング ありたい姿から考える。

?年後

ありたい
姿

課題

課題

課題

何 を 結 果 と し て 引 き 出 し た い か

ありたい将来と現在のギャップを埋める

(=課題解決)ことが自研究

自研究の遂行によって
実現する社会バックキャスティング

社会へのインパクト

現状の何をどう変えたいのか？

社会にどんな良いことが起こる
（起こしたい）のか？解決手段

（ ア プ ロ ー チ ）

解決手段
（ ア プ ロ ー チ ）

解決手段
（ ア プ ロ ー チ ）研究分野

現在の
研究の位置

研究分野

社会
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バックキャスティング ありたい姿から考える。

?年後

ありたい
姿

課題

課題

課題

自研究遂行によって
実現する社会バックキャスティング

社会へのインパクト

研究分野

研究分野

現在の
研究の位置

解決手段
（ ア プ ロ ー チ ）

解決手段
（ ア プ ロ ー チ ）

解決手段
（ ア プ ロ ー チ ）

何 を 結 果 と し て 引 き 出 し た い か

研究背景
(課題、分野の状況)

研究方法、研究内容

研究の特色・独創性

研究のゴール
（課題を解決した未来）
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申請書と論文は違う
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申請書と論文は違う！

読み手が違う、目的が違う

申請書は 論文は

「未来の研究計画に、

お金をください！」

と、スポンサーに

提案するもの

「こんなことが分かりました

（発見しました、解明しましたetc.）」

と、業界に報告するもの
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申請書は、読み手（スポンサー）に読んでもらえてナンボ

見やすく・読みやすく・分かりやすい申請書に

読む気にならない

書類は論外

お金を出そうと

財布を開いてもらえるか

オモロイ、わくわく、意義がある、

価値がある、社会が良くなる etc.

と感じさせられるか

読みやすさ、分かりやすさ

が大切
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スポンサーが求めていること（＝申請書に書くべきこと）は、

公募要領や書式に書いてある

求められていることを、指示されたかたちで書く 13



学振申請書式（申請内容ファイル）の「記載指示」

この指示で、どう書けばよいか分かる？
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学振申請書式の「記載指示」・・・・・

申請書を書きだす前に

どこから書く？？

まず「自分の研究の骨子」を

とりだすことをおすすめ！
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ポイント紹介
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一読して理解できる申請書づくりのポイント

骨子を取り出す

骨子に肉付け（申請書のテキストへ）

他の人に見てもらい、質問してもらう

質問をゼロに近づける

Point!
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一読して理解できる申請書づくりのポイント

骨子を取り出す

骨子に肉付け（申請書のテキストへ）

他の人に見てもらい、質問してもらう

質問をゼロに近づける

Point!
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骨子を取り出す
U R A作成「骨子シート」

記載指示事項（必ず書くべきこと）
を漏らさず書くため

骨子のかたちで、申請内容の構成
をしっかりさせるため
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骨子シートの書き方
（1）まず書くところ

研究の背景

研究のゴール

将来の見通し

どんな課題があるのか

（課題を解決した未来）

バックキャスティング
（ありたい姿から考える）
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骨子シートの書き方
（2）次に書くところ

着想の経緯

なぜこのテーマに取り組もうと思ったか
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骨子シートの書き方
（3）さいごに書くところ

研究目的、研究内容

スケジュール

いつ何をするのか

めざすゴールに向けて、
何を明らかにするのか

研究方法、研究内容

どうやって明らかにするのか

研究項目数は、
研究内容によって

異なる
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骨子シートのありか

ここにあります。
研究推進部HP > 若手研究者育成＞日本学術振興会・特別研究員 download
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一読して理解できる申請書づくりのポイント

骨子を取り出す

骨子に肉付け（申請書のテキストへ）

他の人に見てもらい、質問してもらう

質問をゼロに近づける

Point!
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骨子に肉付け

最初は

ページ制限を
気にせず書く

はみだしても構わない
書式に書かないほうがよい

（申請書を書く）ときのポイント

25



骨子に肉付け

いったん全体を書いてから

削ぎ落としていく
冗長な部分などを

（申請書を書く）ときのポイント

引き算
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一読して理解できる申請書づくりのポイント

骨子を取り出す

骨子に肉付け（申請書のテキストへ）

他の人に見てもらい、質問してもらう

質問をゼロに近づける

Point!
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他の人に見てもらい、質問してもらう

他の人に見てもらう重要性

審査員は分野のエキスパートだが
あなたの研究のことは全く知らない

前提知識は共有していない
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他の人に見てもらい、質問してもらう

他の人に見てもらう重要性

初めての読者が
どこで引っ掛かるかを知る

自分がよく分かっていることも、
他の人には全く分からないことがある
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他の人に見てもらい、質問してもらう

他の人に見てもらう重要性

自分がよく分かっていることも、
他の人には全く分からないことがある

例：専門用語や略語は要注意
ゼミや専門学会など狭い範囲では通じても、
審査員はその用語や略語をたぶん知りません
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自分の研究のことをよく知らない人

他の人に見てもらい、質問してもらう

誰に見てもらう？

他分野の
友人知人

学部生の
後輩 家族
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他の人に見てもらい、質問してもらう

申請書は、初稿でバッチリ！ということは、まずありません。

人に読んでもらい、
分かりにくいところを質問してもらう、コメントをもらうことで、
読み手に分かりやすくなるようブラッシュアップしていきます。

初稿は必ず他の人に見てもらいましょう

32



一読して理解できる申請書づくりのポイント

骨子を取り出す

骨子に肉付け（申請書のテキストへ）

他の人に見てもらい、質問してもらう

質問をゼロに近づける

Point!
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質問をゼロに近づける

初めての読者からの質問は、おそらく審査員も引っ掛かるところ
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質問をゼロに近づける

ギャップ
自分 他の人

これでO K !

「自分はよく分かっている」と「他の人は分からない」との
ギャップを無くす
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一文にはひとつのことを書く

要らないところを削って圧縮したほうが、伝えたい内容がはっきりすることが多い

適度な余白が大事（ぎゅうぎゅうに詰め込まない）

読み手のことを考える （どう説明すれば分かりやすいかを考える）

質問をゼロに近づける

見やすい・読みやすい・分かりやすい文章へ

理解を助けない図は、要らない （理解を助けない図は、読み手を混乱させる）
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質問をゼロに近づける

図を作る（かどうかも含めた）ステップ

分野外の誰か（研究者でなくても家族や友人など）に読んでもらい、分からないところを質問してもらう

質問の出たところが、パッと読んで伝わりづらい部分

テキストを修正するか or 図を挿入するか、どんな質問が出たかで対応を決める

図を挿入する（作る）場合、まずは「実際に配置するサイズ」を決める

決めたサイズにラフを手書き（→可能であれば、その図を使って誰かに説明してみる）

パワーポイントでデータ作成
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まとめ
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まとめ
審査は短時間で行われる

30～60分/件

バックキャストで考える
ゴールからの逆算で考える

申請書と論文は違う
スポンサーに提案するもの。
読みやすさ、分かりやすさ、財布を開かせる！が大切

ポイント紹介
骨子→肉付け→削ぎ落し→他人に見てもらう！でブラッシュアップ

一読して理解できる申請書
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